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非直交量子状態によるマルチレベルゴーストイメージング























には，透過率が 1 であり光を完全に透過する部分と，透過率 η
（0 < η < 1）で光が減衰する部分と，透過率が 0であり光を完
全に遮蔽する部分で構成される対象物を想定する．以下に量子
ゴーストイメージングの手順を示す．














|Ψij⟩ = |L⟩A1,1 |L⟩B1,1 · · · |H⟩Ai,j |H⟩Bi,j
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図 2 透過率 η を変化させた時の平均誤り率
